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Organic and elemental carbon contents in atmospheric suspended particulate matters (PM10and
PM2.5) collected at Hachioji, Tokyo were determined by instrumental photon activation analysis. El-
emental carbon was isolated by heating at 350◦ for 30 min under atmospheric air before irradiation.
Carbon was enriched in a fine fraction of PM10 particulates. And more than 50% of carbon constituent
in both PM10 and PM2.5 particulates was found as organic carbon.
§1 . はじめに
大気環境は我々の生活に密着しており，非常に関心が高い。大気中には様々な粒径の粒子が漂っている


























大気浮遊粒子PM10とPM2.5は，東京都八王子市 (都心から西へ約 40 km)にある首都大学東京 8号館屋
上にて毎月 1～2回石英製フィルタ上に濾過捕集した [1]。PM10粒子と PM2.5粒子の採取は，それぞれ個
別の装置を用いて行ったが，常に同時に装置を運転して採取を行った。採取した粒子の重量を秤量後，直
径 10 mmの円盤状に 2枚切り出した。元素状炭素測定の場合は，石英ビーカにいれ，電気炉にて 350◦で
30分間加熱した。粒子採取面を向き合わせてAl箔で包み，照射用試料とした。炭素定量用の比較標準試料
には直径 10 mmの炭素板 (約 2 mg)を用いた。これらをスタック状にしてフラックス補正用金箔とともに
石英管に封入し，最大エネルギー 25 MeVの制動放射線で 20分間照射した。照射後，ただちに試料をAl









熱をしなかった試料の定量値は，全炭素濃度 (TC)の推奨値 [3]とよく一致した。加熱すると 200◦までは
炭素濃度は変わらず，有機系炭素と元素状炭素はともに 200◦まではほとんど揮発しないことがわかった。
一方，350◦で約 35%，500◦では約 80%の炭素が揮発した。本研究では，350◦にて加熱して残った炭素を







第 1表 加熱温度と炭素濃度 [%]。加熱後の濃度は，試料質量変化をもとに加熱前の試料中での濃
度に換算した。
非加熱 200◦ 350◦ 500◦
1 15.2±0.3 16.1±0.3 12.0±0.2
2 15.2±0.3 17.2±0.4 11.5±0.2 2.92±0.06
3 14.8±0.4 17.4±0.4 10.9±0.2 2.69±0.06
4 18.4±0.4 17.5±0.2 12.1±0.2 3.04±0.06
5 18.2±0.4 18.5±0.3 10.4±0.2 3.25±0.07
平均 16.4±0.8 17.3±0.4 11.4±0.3 2.97±0.12




どが 20～60 μg/m3の間で変動しているが，2006年 4月と 5月は 80 μg/m3以上という高濃度であった。
この時期に 2002年以来の激しい黄砂が観測されており，この影響と考えられる。毎年の平均値はほとんど
第 2図 2002年から 2007年に採集した PM10粒子の粒子濃度と全炭素濃度。
一定 (32 - 34 μg/m3)で，2002から 2007年の粒子濃度平均値 (2006年の高濃度は除く)は，33 μg/m3で






子濃度を第 3図に示した。黒四角と白四角の和が PM10粒子濃度に相当する。PM10粒子の質量の 45% –
84%が PM2.5 粒子の寄与であった。PM2.5 の質量は経験的にどのような場合でも PM10 の質量の 70%程
度になることが知られている。本研究での平均値は 63%で，経験的事実とよく一致した。2007年に採取し
たPM2.5粒子とPM10粒子の全炭素濃度 (TC)と元素状炭素濃度 (EC)を定量した。有機系炭素濃度 (OC)
はTCとECの差として求めた。定量結果を第 4図に示す。6月と 9月以降の定量値は各成分の定量値の相





子でのOC/ECは 0.9638と計算された。溝畑と伊藤 [5]は，大阪において 1998年から 2003年に採取した
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第 3図 2006年から 2007年に採集した PM10粒子と PM2.5粒子の粒子濃度。(PM10-PM2.5)と
(PM2.5)の和が PM10粒子濃度を表す。
第 4図 2007年に採集した PM10 粒子と PM2.5 粒子の有機系炭素濃度 (OC)と元素状炭素濃度
(EC)TC(全炭素濃度)と ECの差をOCとした。各月の左が PM10，右が PM2.5。
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PM10粒子のTC，EC，OCを報告した。1998年から徐々に各濃度は減少しているが，2003年でのECと




§4 . ま と め
東京都八王子市において大気浮遊粒子 PM10と PM2.5を採取し，光量子放射化分析法により全炭素濃度
と元素状炭素濃度を定量した。元素状炭素濃度は，350◦にて大気中で 30分間加熱することにより有機系炭
素から分離した。PM10粒子濃度は平均 33 μg/m3で，PM2.5粒子濃度は，その約 60%であった。そのう
ち，炭素成分は質量ベースで約 20%を占めた。炭素成分の 1/2以上は有機系炭素であった。今後も観測を
つづけるとともに，炭素成分の放出起源を推定していく。
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